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Ｑ２５ 自立活動の評価は、どのようにすればよいのでしょうか。 
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Ａ 時間における指導の場面だけでなく、生活場面の中でも評価し、具体的

な児童生徒の姿で記述します。 

  自立活動の実態把握は、児童生徒の生活全般の中で行われ、目標、内容

が設定され、学習上及び生活上の困難の改善が意図されて指導が行われ

るため、生活場面でも評価を行い、学習上及び生活上の困難が改善されて

いるかの検証をする必要があります。 

 

  評価は、次の目標につなげるために、①どんな場面（状況）で、②教師の

支援はどの程度で、③どのような補（自）助具等を使い、④児童生徒は何が

できているのか、具体的な児童生徒の姿で評価します。 

 

  目標に対して結果がなかなか見えにくい、目標が達成されず評価しにくい

場合は、目標設定に問題があります。目標を細分化し、より段階化した指導

が行われる必要があります。 

 

  評価は、保護者や医療、福祉等の関係機関とも連携を図り、評価を一緒

に行ったり、評価結果を共有したりして、家庭生活等の場面へ成果を波及さ

せることも大切です。 

 

  さらには、実態に応じて児童生徒自身が、自立活動の評価を行う取組も

考えられます。自己評価の取組を通して、自分の障がいについての理解を深

めることができます。また、成長した自分を認識することで、困難を改善しよう

とする意欲をもったり、自己肯定感を高めたり、自分の障がいとのよりよい付

き合い方を身につけたりすることが期待できます。 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説

自立活動編の P．１１8～１１9にも、評価につ

いて、詳しく解説されています。 

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/04/1399950_5.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/04/1399950_5.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/02/04/1399950_5.pdf

